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教科 工業 科目 単位数 ２単位 年次 ２年次
使用教科書
副教材等

令和３年度　工業科

観
点
の
趣
旨

電気の性質・法則に
関する基礎的・基本
的な知識を身につ
け、さまざまな測定
機器の使用法を理
解している。

計測・結線・計器の
取り扱いなどに関す
る基礎的・基本的な
技術をを身につける
ともに、適切に活用
している。

法則・事象に関する
課題の解決を目指し
て思考を深め、基礎
的な基本的な知識と
技術をもとに適切に
判断し、表現してい
る。

さまざまな法則の課
題に関心を持ち、一
つ一つの課題に主
体的に取り組み自ら
考えようとしている。

評
価
方
法

学習状況の観察
製作品の完成度
ワークシート
レポート
自己評価

学習状況の観察
製作品の完成度
レポート
自己評価

学習状況の観察
製作品の完成度
ワークシート
レポート
自己評価

学習状況の観察
製作品の完成度
ワークシート
レポート
自己評価

電気実習・・・・・・・・・・・電気基礎、特にオームの法則、キルヒホッフの法則の理解を深め測定機器
の使用法を修得させる。

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）
観
点

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解

電気実習（実験実習）

電気実習・・・電気基礎で習った基礎的な法則を実験によって確かめ、電気に関する理解と関心を深める。

なし
自作プリント

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）



a b c d
評価方法

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　 b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　d：知識・理解

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の
各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている

磁力と磁界
電流と磁界実験１・２電
流が磁界から受ける力
電磁誘導に関する実験
コンデンサに関する実験

○ ○ ○ ○

a：磁力の理論に関心を持ち、
意欲的に学習に取り組む態度
を身につける
ｂ：コンデンサの種類や特性を
知る
ｃ：電磁誘導の実験の方法に
ついて身につける
d：磁気の理論の実験を対比し
て考えることができる

出席状況・プリントなど提出
物の完成度を総合的に判断

磁
気
に
関
す
る
実
験

9
月
～
３
月

4
月
～
7
月

直
流
実
験

電荷と電流に関す
る実験１・２

オームの法則に関
する実験１・２

キルヒホッフに関す
る実験

a：直流の理論に関心を持ち、
意欲的に学習に取り組む態度
を身につける
ｂ：直流の種類や特性を知る
ｃ：直流の理論の実験の方法
について身につける
d：直流の理論の実験を対比し
て考えることができる

出席状況・プリントなど提出
物の完成度を総合的に判断

○ ○ ○ ○


